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は
じ
め
に

　
本
書
は
、
ジ
ャ
イ
ル
ズ
・
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
が
そ
の
明
晰
雄
渾
な
筆

致
で
、
一
一
世
紀
後
半
か
ら
一
二
世
紀
前
半
に
か
け
て
ロ
ー
マ
・
カ

ト
リ
ッ
ク
世
界
全
体
を
大
き
く
変
容
さ
せ
た
修
道
制
改
革
を
論
じ
た

大
著
で
あ
る
。
そ
の
原
著
は
、
幅
広
い
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
と
圧
倒

的
な
史
料
渉
猟
ゆ
え
に
そ
れ
ま
で
の
盛
期
中
世
宗
教
史
研
究
の
水
準

を
格
段
に
引
き
上
げ
、
出
版
さ
れ
た
一
九
九
六
年
以
来
、
常
に
参
照

さ
れ
続
け
て
い
る
。
こ
の
度
、
著
者
と
長
ら
く
学
術
的
親
交
を
深
め

て
き
た
高
山
博
の
監
訳
に
よ
っ
て
訳
書
が
上
梓
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は

伝
統
的
形
式
に
の
っ
と
り
、
本
書
の
重
厚
な
内
容
を
極
力
簡
潔
な

形
で
紹
介
し
、
続
け
て
（
原
著
で
は
な
く
）
訳
書
が
出
版
さ
れ
た

二
〇
一
四
年
に
お
け
る
本
書
の
意
義
、
そ
し
て
そ
こ
か
ら
導
か
れ
る

今
後
の
研
究
の
可
能
性
を
指
摘
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
本
書
の
内
容
に
立
ち
入
る
前
に
、
著
者
の
経
歴
と
研
究
内
容
を
簡

潔
に
記
し
て
お
こ
う
。
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
は
一
九
二
九
年
に
ロ
ン
ド
ン

で
生
ま
れ
て
ア
メ
リ
カ
に
移
住
し
、
以
後
ア
メ
リ
カ
で
専
門
教
育
を

受
け
た
。
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
で
学
位
を
取
得
し
た
後
、
ア
イ
オ
ワ

大
学
、
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
高
等
研
究
所
で
研

究
・
教
育
活
動
を
行
っ
て
き
た
。
そ
の
研
究
分
野
は
非
常
に
多
岐
に

わ
た
り
見
渡
す
こ
と
は
も
は
や
困
難
な
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
特
筆
に

値
す
る
も
の
と
し
て
、
初
期
に
ま
と
め
た
代
表
作
『
起
源
か
ら
一
二

世
紀
に
い
た
る
修
道
院
十
分
の
一
税（

（
（

』、
中
世
の
宗
教
・
社
会
思
想

に
関
す
る
本
書
『
十
二
世
紀
宗
教
改
革
』
と
、本
書
と
対
を
な
す
『
中

世
宗
教
・
社
会
思
想
に
お
け
る
三
つ
の
研
究（

2
（

』、
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と

も
言
え
る
ク
リ
ュ
ニ
ー
修
道
制
研
究（

（
（

、
そ
し
て
そ
の
基
礎
を
な
す
尊

者
ペ
ト
ル
ス
の
書
簡
の
史
料
校
訂（

4
（

を
明
記
し
て
お
き
た
い
。
特
に
ク

リ
ュ
ニ
ー
研
究
は
、
本
書
の
論
旨
を
理
解
す
る
上
で
見
過
ご
す
こ
と

が
で
き
な
い
。

内
容
紹
介

　
一
一
世
紀
後
半
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
の
形
成
期
だ
と
考
え
ら
れ

書
　
評

ジ
ャ
イ
ル
ズ
・
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
（
高
山
博
監
訳
、

小
澤
実
・
図
師
宣
忠
・
橋
川
裕
之
・
村
上
司
樹
訳
）

『
十
二
世
紀
宗
教
改
革
　
修
道
制
の
刷
新
と
西
洋

中
世
社
会
』

（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
四
年
）

大
貫
　
俊
夫
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る
。
特
に
ロ
ー
マ
＝
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
激
動
の
渦
中
に
あ
り
、
聖

職
者
の
腐
敗
を
食
い
止
め
、
教
皇
を
頭
と
し
て
秩
序
立
っ
た
組
織
体

を
構
築
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
と
並
行
す
る
形
で
始

ま
っ
た
の
が
本
書
が
扱
う
修
道
制
改
革
で
あ
る
。
そ
の
特
徴
は
ひ
と

え
に
、
修
道
生
活
の
規
範
と
し
て
普
及
し
て
い
た
も
の
の
厳
格
に
遵

守
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
『
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
ゥ
ス
戒
律
』
へ
の
回
帰
、

清
貧
、
そ
し
て
世
俗
を
離
れ
た
「
砂
漠
へ
の
退
去
」
で
あ
る
。
こ
れ

に
よ
り
シ
ト
ー
会
や
プ
レ
モ
ン
ト
レ
会
と
い
っ
た
新
修
道
会
が
誕
生

し
、
人
里
離
れ
た
地
に
隠
修
士
が
多
く
住
む
よ
う
に
な
っ
た（

（
（

。
本
書

は
こ
の
よ
う
な
大
き
な
宗
教
運
動
が
一
〇
四
〇
〜
一
一
六
〇
年
頃
に

隆
盛
し
た
と
考
え
、そ
の
実
態
と
思
想
的
背
景
、同
時
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
社
会
に
お
け
る
意
義
を
討
究
す
る
。
以
下
、
章
ご
と
に
内
容
を
紹

介
し
て
い
こ
う
。

　
第
一
章
「
導
入
」
は
、
次
章
以
降
の
議
論
の
た
め
に
主
要
概
念
の

整
理
・
検
討
を
行
う
。
ま
ず
、
当
該
時
代
に
生
じ
た
宗
教
的
革
新
運

動
を
「
宗
教
改
革
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
意
図
を
慎
重
に
説
明
す
る
。

著
者
に
よ
る
と
、「
改
革  reform

atio

」
を
用
い
る
こ
と
に
、「
十
二

世
紀
ル
ネ
サ
ン
ス
」
と
の
区
別
を
鮮
明
に
す
る
意
図
も
、
一
六
世
紀

に
起
こ
っ
た
大
文
字
の
「
宗
教
改
革
」
に
対
し
て
一
二
世
紀
の
先

駆
性
を
強
調
す
る
意
図
も
な
い
と
い
う
。
同
時
代
に
頻
用
さ
れ
た

reform
atio

を
表
題
に
据
え
て
、「
十
二
世
紀
と
い
う
時
代
を
可
能

な
限
り
そ
の
ま
ま
、そ
の
当
時
の
語
に
即
し
て
考
察
す
る
こ
と
」（
本

書
五
頁
）
を
目
的
と
し
て
い
る
の
だ
。
続
い
て
、
万
人
の
「
修
道
士

化
」
が
進
行
し
た
時
代
に
お
け
る
「
修
道
士  m

onachus

」
や
「
参

事
会
員  canonicus

」
と
い
っ
た
諸
身
分
の
語
義
を
論
じ
、
本
書
で

用
い
ら
れ
る
「
改
革
派
」
と
い
う
立
場
の
問
題
点
を
指
摘
す
る
。
最

後
に
史
料
批
判
の
問
題
を
取
り
上
げ
、
本
書
が
検
討
す
る
史
料
は
改

革
運
動
に
関
わ
る
男
性
修
道
士
・
聖
職
者
に
よ
る
ラ
テ
ン
語
著
作
が

大
半
を
占
め
る
こ
と
を
率
直
に
認
め
、
史
料
解
釈
に
慎
重
さ
が
求
め

ら
れ
る
と
強
調
し
て
い
る
。

　
第
二
章
「
さ
ま
ざ
ま
な
改
革
者
た
ち
」
で
は
、
こ
の
時
代
に
修
道

士
や
参
事
会
員
が
爆
発
的
に
増
加
し
、
多
様
な
修
道
会
と
そ
れ
ぞ
れ

の
生
活
様
式
が
受
容
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
し
た
後
、
修
道
士
、
律
修

参
事
会
員
、
隠
修
士
な
ど
が
何
を
指
向
し
、
互
い
に
ど
う
異
な
り
、

あ
る
い
は
異
な
ら
な
か
っ
た
の
か
を
考
察
す
る
。
そ
こ
で
は
新
旧
の

改
革
者
は
明
確
に
区
別
さ
れ
ず
、
論
争
書
に
よ
っ
て
「
旧
」
に
属
す

る
と
理
解
さ
れ
る
ク
リ
ュ
ニ
ー
も
、
改
革
者
と
し
て
「
新
」
に
属
す

る
修
道
会
と
同
列
に
扱
わ
れ
た
こ
と
が
史
料
で
明
示
さ
れ
る
。
さ
ら

に
、
こ
の
時
代
の
多
様
な
修
道
制
は
半
聖
半
俗
の
人
々
に
よ
り
一
層

門
戸
を
開
き
、
適
切
な
地
位
を
与
え
た
。
そ
こ
で
受
け
入
れ
ら
れ
た

代
表
的
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
フ
ィ
オ
ー
レ
の
ヨ
ア
ヒ
ム
が
指
摘
し
て
い

る
よ
う
に
騎
士
修
道
会
と
助
修
士
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
多
く
の
女
性

が
修
道
生
活
を
送
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
を
敷
衍
し
た
上
で
著

者
は
、
厳
格
で
か
つ
制
度
化
さ
れ
た
生
活
を
送
る
修
道
士
や
参
事
会
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員
を
中
心
に
し
て
、そ
れ
以
外
を
周
縁
に
位
置
付
け
る
の
で
は
な
く
、

「
個
々
の
信
仰
体
験
を
中
心
に
し
て
、
そ
の
周
囲
に
多
種
多
様
な
信

仰
生
活
を
配
す
る
よ
う
な
」（
一
〇
八
頁
）
モ
デ
ル
を
提
案
し
、
章

を
締
め
く
く
る
。

　
第
三
章「
改
革
の
類
型
と
そ
の
条
件
」で
は
、改
革
修
道
院
で
は（
旧

来
の
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
会
修
道
院
に
比
べ
）
少
な
い
修
道
士
し
か
生
活

し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
助
修
士
を
含
む
共
同
体

構
成
員
の
社
会
的
背
景
を
考
察
す
る
。
続
け
て
、
修
道
士
の
修
道
院

間
の
移
動
の
問
題
、
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
ク
リ
ュ
ニ
ー
で
言
え
ば
慣

習
律  consuetudo

）
が
修
道
院
間
で
伝
播
し
て
い
っ
た
プ
ロ
セ
ス

が
扱
わ
れ
、
新
た
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
で
（
例
え

ば
財
産
私
有
を
巡
っ
て
）
共
同
体
に
激
し
い
動
揺
が
生
じ
た
こ
と
、

旧
来
の
共
同
体
を
引
き
継
ぐ
よ
り
新
修
道
院
を
設
立
す
る
方
が
ず
っ

と
容
易
だ
っ
た
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
る
。

　
第
四
章
「
改
革
の
レ
ト
リ
ッ
ク
」
で
は
、
信
仰
生
活
の
改
革
に
関

わ
る
著
作
に
盛
り
込
ま
れ
た
自
由
、
清
貧
、
キ
リ
ス
ト
の
模
倣
と

い
っ
た
レ
ト
リ
ッ
ク
が
、
霊
的
著
作
の
内
容
と
形
式
両
面
に
及
ぼ
し

た
影
響
を
考
え
る
。
著
者
は
ま
ず
レ
ト
リ
ッ
ク
の
影
響
が
顕
著
な
論

争
形
式
の
文
献
を
取
り
上
げ
、
ブ
レ
デ
ロ
が
提
示
し
た
仮
説
に
依
拠

し
つ
つ（

6
（

、
従
来
敵
対
的
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
ク
リ
ュ
ニ
ー
と
シ

ト
ー
の
間
に
、
決
し
て
現
代
的
な
意
味
で
の
「
論
争
」
は
無
か
っ
た

と
結
論
付
け
る
。
さ
ら
に
個
々
の
レ
ト
リ
ッ
ク
の
具
体
的
な
内
容

分
析
を
行
い
、
改
革
派
が
頻
用
し
た
「
孤
独  solitudo

」、「
荒
れ
野 

desertum

」、
そ
し
て
信
仰
共
同
体
に
多
様
な
メ
ン
バ
ー
を
包
摂
す

る
上
で
重
視
さ
れ
た
「
友
誼  am

icitia

」
の
文
学
ト
ポ
ス
上
の
特

質
を
論
じ
、そ
の
他
自
然
観
や
理
性
観
、『
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
ゥ
ス
戒
律
』

遵
守
の
態
度
な
ど
、
実
に
多
様
な
レ
ト
リ
ッ
ク
を
紹
介
す
る
。

　
前
章
で
改
革
派
の
理
想
と
自
己
認
識
の
仕
方
を
扱
っ
た
の
と
は
対

照
的
に
、
続
く
第
五
章
と
第
六
章
は
、
信
仰
共
同
体
内
部
の
実
態
と

そ
の
世
俗
社
会
と
の
関
係
、
す
な
わ
ち
「
理
想
」
と
対
置
さ
れ
る
と

こ
ろ
の
「
現
実
」
を
扱
う
。
こ
の
括
弧
を
付
し
た
両
概
念
は
盛
期
中

世
の
修
道
制
理
解
に
と
っ
て
極
め
て
本
質
的
な
分
析
概
念
で
あ
り
、

特
に
シ
ト
ー
会
を
題
材
と
し
て
一
九
八
〇
年
前
後
に
カ
ス
パ
ー
・
エ

ル
ム
ら
が
集
中
的
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
は
す
で
に
旧
聞
に
属
す
る（

7
（

。

本
書
の
元
に
な
っ
た
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
の
ト
レ
ヴ
ェ
リ
ア
ン
記
念

講
演
が
行
わ
れ
た
の
は
一
九
八
五
年
で
あ
り
、「
理
想
」
と
「
現
実
」

を
対
照
さ
せ
る
思
考
フ
レ
ー
ム
は
当
時
極
め
て
一
般
的
だ
っ
た
よ
う

で
、
時
流
と
い
う
も
の
を
感
じ
さ
せ
る
。

　
第
五
章
「
改
革
の
現
実
１
　
共
同
体
内
の
変
動
」
は
、
共
同
体
組

織
内
の
制
度
や
慣
習
を
主
題
と
す
る
。
そ
も
そ
も
修
道
院
の
制
度
や

慣
習
は
、
ハ
リ
ン
ガ
ー
や
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
が
携
わ
っ
た
慣
習
律
研
究

が
明
ら
か
に
す
る
通
り（

8
（

、
改
革
期
以
前
か
ら
共
同
体
間
で
相
互
影
響

関
係
が
見
ら
れ
、
ま
た
各
共
同
体
は
そ
れ
ら
の
改
変
に
柔
軟
な
態
度

を
示
し
て
い
た
。
一
二
世
紀
に
な
る
と
、
社
会
に
よ
っ
て
多
様
な
修
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道
会
が
受
容
さ
れ
る
一
方
、
教
会
当
局
は
そ
こ
に
一
体
性
の
確
保
を

求
め
た
。
そ
こ
で
各
修
道
会
は
、
シ
ト
ー
会
を
範
と
し
て
、
共
同
体

内
の
規
律
を
慣
習
律
で
は
な
く
総
会
条
例
で
定
め
る
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
た
上
で
、
著
者
は
改
革
を
推
進
し
た
修
道

会
を
比
較
し
な
が
ら
、
ま
ず
修
道
院
長
の
権
威
・
権
限
、
総
会
制
度
、

修
道
院
間
の
巡
察
制
度
の
三
点
を
取
り
上
げ
る
。
そ
こ
で
確
認
さ
れ

る
の
は
、
こ
れ
ら
三
点
に
つ
い
て
い
ず
れ
も
旧
来
の
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト

会
（
ク
リ
ュ
ニ
ー
）
と
新
修
道
会
（
例
え
ば
シ
ト
ー
）
の
間
に
大
き

な
相
違
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
特
に
総
会
と
巡
察
に
つ

い
て
は
、「
改
革
派
の
活
動
が
生
み
出
し
た
も
の
で
も
な
け
れ
ば
新

修
道
会
に
固
有
の
シ
ス
テ
ム
で
も
な
か
っ
た
」（
二
二
八
頁
）と
す
る
。

　
続
い
て
、
著
者
は
修
道
院
・
参
事
会
の
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
す
な

わ
ち
修
道
生
活
の
細
か
な
規
定
に
立
ち
入
っ
て
ゆ
く
。
そ
こ
で
は
特

に
、
シ
ト
ー
会
修
道
院
ク
レ
ル
ヴ
ォ
ー
か
ら
受
け
た
二
〇
の
批
判
に

応
答
す
る
ク
リ
ュ
ニ
ー
修
道
院
長
尊
者
ペ
ト
ル
ス
の
『
書
簡
』
二
八

の
検
討
が
大
変
興
味
深
い
。
こ
れ
は
、シ
ト
ー
が
ク
リ
ュ
ニ
ー
の『
戒

律
』
不
遵
守
を
強
く
批
判
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
代
表
的
な
史
料

な
の
だ
が
、
著
者
は
見
方
を
転
換
し
、
二
〇
の
批
判
の
中
に
共
同
生

活
、
純
潔
、
沈
黙
、
典
礼
な
ど
修
道
院
改
革
に
関
わ
る
主
要
論
題
が

一
切
見
出
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
シ
ト
ー
側
は
、「
重
大
な
問
題
の

多
く
で
、
何
ら
深
刻
な
不
一
致
を
見
出
せ
な
い
が
た
め
、
細
か
な
点

に
批
判
を
集
中
す
る
こ
と
に
な
っ
た
」（
二
三
三
頁
）
と
看
破
す
る

の
で
あ
る
。
こ
の
一
連
の
検
討
は
、「
十
二
世
紀
宗
教
改
革
」
に
お

け
る
「
黒
い
修
道
士
」
の
役
割
を
正
当
に
評
価
し
よ
う
と
す
る
著
者

の
面
目
躍
如
と
言
え
よ
う
。
無
論
、
こ
れ
に
続
け
て
検
討
さ
れ
る
典

礼
の
よ
う
に
、
新
旧
修
道
会
で
距
離
の
あ
る
問
題
も
存
在
す
る
。
し

か
し
そ
れ
で
も
修
道
制
改
革
は
、
連
綿
と
続
く
伝
統
を
無
視
し
て
進

行
す
る
こ
と
は
決
し
て
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
続
く
第
六
章
「
改
革
の
現
実
２
　
修
道
活
動
と
世
俗
社
会
」
は
、

新
旧
修
道
院
と
外
部
世
界
と
の
関
係
を
と
り
上
げ
、
土
地
所
有
・
経

営
の
形
態
、
周
辺
農
民
と
の
関
係
、
あ
る
い
は
学
問
へ
の
態
度
な
ど

を
考
察
す
る
。
そ
こ
で
の
特
徴
は
、
理
念
に
忠
実
な
生
活
を
送
っ
た

改
革
派
修
道
院
の
第
一
世
代
を
そ
れ
以
降
の
世
代
と
区
別
す
る
点
に

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
改
革
派
修
道
院
は
一
二
世
紀
半
ば
以
降
そ
れ
ま

で
の
生
活
形
態
か
ら
乖
離
し
始
め
、
経
済
活
動
を
拡
大
さ
せ
て
そ
れ

ま
で
拒
否
し
て
い
た
収
入
源
に
手
を
出
す
よ
う
に
な
り
、む
し
ろ「
修

道
院
の
経
済
組
織
の
伝
統
的
モ
デ
ル
に
・
・
・
忠
実
に
従
う
よ
う

に
な
っ
た
」（
二
八
三
頁
）
と
い
う
。
単
独
の
修
道
会
の
通
史
で
は
、

当
初
の
経
済
原
則
の
放
棄
は
「
衰
退
」
や
「
退
廃
」
と
と
ら
え
ら
れ

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
比
較
修
道
会
史
の
観
点
か
ら
見
る
と
、
こ
れ

は
新
旧
修
道
会
の
「
接
近
」
以
外
の
何
物
で
も
な
い
。
本
章
の
後
半

で
は
、
さ
ら
に
修
道
士
が
世
俗
社
会
と
接
す
る
機
会
と
し
て
極
め
て

重
要
な
司
牧
・
説
教
活
動
、
慈
善
活
動
、
司
教
免
属
の
問
題
、
そ
し

て
俗
人
フ
ォ
ー
ク
ト
と
の
関
係
が
詳
述
さ
れ
る
。
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第
七
章「
改
革
の
霊
性
」は
、著
者
が「
導
き
手
」と
認
め
る
ジ
ャ
ン
・

ル
ク
レ
ー
ル
が
長
年
討
究
し
た
修
道
院
神
学
の
成
果
に
基
づ
き（

9
（

、
新

し
い
信
仰
生
活
に
身
を
委
ね
る
際
に
発
露
す
る
霊
性
に
い
か
な
る
連

続
性
と
変
化
が
認
め
ら
れ
る
の
か
を
検
討
す
る
。
内
面
で
生
起
す
る

愛
の
問
題
、
そ
し
て
そ
れ
に
最
大
の
霊
感
を
与
え
る
キ
リ
ス
ト
の
と

ら
え
方
、
さ
ら
に
は
救
済
論
。
こ
れ
ら
の
理
解
が
一
一
、一
二
世
紀

を
通
し
て
深
化
し
て
ゆ
く
。
著
者
は
こ
う
し
た
「
霊
的
内
向
性
と
、

地
上
に
お
け
る
行
動
と
観
想
の
混
合
生
活
を
理
想
と
す
る
キ
リ
ス
ト

の
模
倣
が
一
体
と
な
っ
た
と
こ
ろ
に
キ
リ
ス
ト
教
霊
性
の
歴
史
に
お

け
る
新
し
い
時
代
が
生
ま
れ
」（
三
六
八
頁
）
る
と
考
え
る
。
ま
た
、

集
団
の
一
員
と
し
て
神
に
対
面
し
て
い
た
初
期
中
世
と
は
対
照
的

に
、
徳
の
内
面
化
と
個
人
と
神
の
直
接
的
関
係
が
こ
の
霊
性
の
新
展

開
に
お
い
て
確
認
さ
れ
、
そ
こ
に
こ
そ
コ
リ
ン
・
モ
リ
ス
ら
が
主
張

し
て
き
た
一
二
世
紀
の
個
人
主
義
の
本
質
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

　
最
後
の
第
八
章
「
十
二
世
紀
社
会
の
な
か
で
」（
原
題
「
よ
り
広

範
な
環
境  The broader setting

」）
は
、
本
書
の
総
括
と
し
て
、

単
な
る
要
約
で
は
な
く
「
宗
教
上
の
改
革
運
動
を
十
一
、十
二
世
紀

社
会
の
他
の
側
面
と
関
連
づ
け
る
こ
と
」（
三
七
四
頁
）
を
目
的
と

し
て
、
い
く
つ
か
の
新
し
い
観
点
を
導
入
す
る
。
第
一
に
、
第
六
章

で
見
た
修
道
院
と
世
俗
社
会
の
関
係
を
、
第
七
章
で
考
察
し
た
霊
性

の
「
個
人
主
義
」
化
の
文
脈
に
再
布
置
す
る
。
つ
ま
り
、
改
革
派
は

俗
人
へ
の
執
り
成
し
や
司
教
権
力
、
慈
善
、
教
育
か
ら
距
離
を
置
い

て
そ
の
社
会
的
役
割
を
低
減
さ
せ
た
が
、
社
会
全
体
で
内
面
が
重
視

さ
れ
、
個
人
と
神
の
直
接
的
関
係
が
前
景
化
し
た
こ
と
と
あ
わ
せ
て

そ
の
意
味
を
理
解
す
る
こ
と
で
、
改
革
運
動
が
社
会
に
も
た
ら
し
た

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
変
化
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
二
に
、
西
欧
修
道
制

の
改
革
の
背
景
と
し
て
、
東
方
修
道
制
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
修
道
制
、

ユ
ダ
ヤ
教
、
そ
し
て
イ
ス
ラ
ー
ム
教
と
の
関
係
を
考
察
す
る
。
そ
こ

で
は
、
一
二
世
紀
に
お
い
て
東
西
キ
リ
ス
ト
教
、
ユ
ダ
ヤ
教
、
そ
し

て
イ
ス
ラ
ー
ム
教
が
関
心
を
寄
せ
る
テ
ー
マ
に
並
行
関
係
が
あ
っ
た

こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
宗
教
間
で
一
方
か
ら
他
方
へ
の
影
響
関
係

を
見
る
従
来
の
分
析
方
法
の
有
効
性
に
疑
義
を
呈
し
、
あ
え
て
並
行

関
係
を
強
調
し
て
い
る
点
は
注
目
に
値
し
よ
う
。
第
三
に
、
心
理
学

等
の
他
の
学
問
分
野
を
援
用
し
つ
つ
、
都
市
社
会
の
発
展
が
修
道
制

改
革
に
も
た
ら
し
た
影
響
を
指
摘
し
て
い
る
。紀
元
千
年
を
過
ぎ
て
、

西
欧
都
市
社
会
は
そ
れ
ま
で
の
様
相
を
一
変
さ
せ
、
人
口
増
加
や
商

業
活
動
の
活
性
化
に
と
も
な
い
、
個
人
主
義
の
浸
透
、
貨
幣
経
済
の

進
展
、
リ
テ
ラ
シ
ー
の
増
大
や
性
別
バ
ラ
ン
ス
の
変
化
な
ど
を
経
験

し
た
。
著
者
は
、
こ
れ
ら
が
人
々
の
道
徳
観
や
信
仰
の
形
に
変
化
を

も
た
ら
し
た
と
考
え
て
い
る
。
最
後
に
、
一
二
世
紀
の
霊
性
が
一
六

世
紀
の
宗
教
改
革
、
そ
し
て
さ
ら
に
は
二
〇
世
紀
の
信
仰
生
活
に
ま

で
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
本
書
は
締
め
く
く
ら

れ
る
。
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史
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本
書
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト

　
本
書
の
訳
者
解
説
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
の
伝
統
的
な

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
史
学
は
独
特
の
潮
流
を
な
し
て
い
た
が
、
著
者
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
潮
流
を
忠
実
に
継
承
し
つ
つ
、
独
自
の
中
世
宗
教
史

観
を
打
ち
立
て
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
以
下
で
は
そ
の
内
容
を
踏
ま

え
、
三
点
の
コ
メ
ン
ト
を
付
し
て
今
後
の
研
究
の
可
能
性
を
示
し
て

み
た
い
。

　
第
一
に
、
本
書
が
提
示
す
る
時
代
観
に
つ
い
て
。
ま
ず
、
ハ
ー

ヴ
ァ
ー
ド
の
前
任
者
ハ
ス
キ
ン
ズ
が
提
示
し
た
「
十
二
世
紀
ル
ネ
サ

ン
ス
」
論
と
の
関
連
で
本
書
に
認
め
ら
れ
る
意
義
は
、
大
き
な
問
題

関
心
の
枠
組
み
と
し
て
そ
の
論
を
明
確
に
継
承
し
て
い
る
点
、
そ
し

て
ハ
ス
キ
ン
ズ
が
ほ
ぼ
等
閑
に
付
し
て
い
た
宗
教
面
か
ら
こ
れ
を
補

い
、
従
来
の
一
二
世
紀
観
に
よ
り
深
み
を
与
え
た
点
と
い
え
る
。
し

か
し
、
著
者
の
修
道
制
史
観
に
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
改
革

の
時
代
（
一
〇
四
〇
〜
一
一
六
〇
年
頃
）
の
前
後
の
時
代
が
あ
ま
り

に
単
純
化
さ
れ
過
ぎ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
り
た
て
て
議
論

す
る
こ
と
も
な
く
、
初
期
中
世
は
修
道
士
の
聖
性
が
保
存
さ
れ
、
そ

の
執
り
成
し
が
重
視
さ
れ
た
部
族
社
会
の
時
代
と
し
て
改
革
の
時
代

と
切
り
離
さ
れ
、
一
二
世
紀
後
半
に
な
る
と
改
革
で
誕
生
し
た
「
新

修
道
会
や
修
道
院
は
、
や
が
て
既
存
の
生
活
パ
タ
ー
ン
や
生
活
様
式

に
回
帰
し
、
社
会
の
た
め
に
霊
的
な
執
り
成
し
を
す
る
と
い
う
役
割

お
よ
び
そ
の
他
の
社
会
的
機
能
を
奪
わ
れ
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
新
興

の
独
立
し
た
教
会
組
織
に
受
け
継
が
れ
た
」（
四
一
五
頁
）
と
み
な

さ
れ
、
新
旧
修
道
会
の
一
二
世
紀
後
半
以
降
の
多
様
な
活
動
が
等
閑

視
、
あ
る
い
は
過
小
評
価
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
無
論
、
こ
う
し

た
叙
述
は
改
革
の
時
代
を
前
景
に
押
し
出
す
上
で
効
果
的
で
あ
る
た

め
、
著
者
に
責
を
帰
す
る
類
の
話
で
は
な
い
。
む
し
ろ
今
後
の
研
究

で
補
っ
て
い
く
べ
き
問
題
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
修
道
会
に
お
け
る
新
し
い
規
範
テ
ク
ス
ト
の
生
成
に
つ

い
て
。
修
道
士
ら
に
よ
る
『
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
ゥ
ス
戒
律
』
の
問
い
直

し
に
よ
っ
て
「
十
二
世
紀
宗
教
改
革
」
に
至
る
、
と
い
う
理
解
は
本

書
が
達
成
し
た
偉
大
な
成
果
の
一
つ
で
あ
る
。
し
か
し
、
修
道
制
の

刷
新
運
動
を
根
本
か
ら
支
え
て
い
た
規
範
テ
ク
ス
ト
に
は
、
古
来
か

ら
の
『
戒
律
』
に
加
え
、各
修
道
会
内
で
作
成
さ
れ
定
期
的
に
リ
ヴ
ァ

イ
ズ
さ
れ
た
基
本
文
書
や
、
毎
年
条
項
が
追
加
さ
れ
る
総
会
決
議
録

な
ど
が
存
在
す
る（
（1
（

。
一
二
世
紀
に
西
欧
社
会
全
体
で
見
ら
れ
た
リ
テ

ラ
シ
ー
の
向
上
と
教
会
法
の
整
備
と
相
ま
っ
て
、
修
道
会
の
中
で
規

範
テ
ク
ス
ト
に
関
す
る
認
識
と
取
り
扱
い
方
が
根
本
的
に
変
化
し
た

こ
と
を
念
頭
に
、
今
後
こ
れ
ら
の
テ
ク
ス
ト
に
つ
い
て
さ
ら
な
る
研

究
が
望
ま
れ
る（
（（
（

。

　
第
三
に
証
書
史
料
の
活
用
に
つ
い
て
。
第
六
章
の
末
尾
で
、
著
者

は
修
道
院
と
世
俗
社
会
と
の
「
取
り
決
め
の
多
様
さ
と
そ
の
関
係
の

複
雑
さ
は
、
改
革
運
動
が
実
際
に
ど
の
よ
う
に
作
動
し
た
の
か
を
、
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ま
た
改
革
者
た
ち
が
中
世
の
生
活
世
界
の
現
実
と
い
か
に
折
り
合
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
を
、
い
か
な
る
綱
領
的
文
書
よ
り
も

鮮
や
か
に
描
き
出
し
て
い
る
」（
三
二
二
頁
）
と
記
し
て
い
る
。
こ

こ
で
検
討
さ
れ
た
よ
う
な
世
俗
社
会
と
の
「
折
り
合
い
」
の
多
く
が

い
か
な
る
史
料
類
型
か
ら
抽
出
さ
れ
得
る
の
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は

証
書
史
料
に
他
な
ら
な
い
。
本
書
は
証
書
史
料
を
ほ
と
ん
ど
活
用
し

て
い
な
い
が
、
今
後
、
修
道
制
が
そ
の
理
念
と
い
か
に
折
り
合
い
を

つ
け
な
が
ら
中
世
社
会
の
形
成
（
盛
期
中
世
）
と
持
続
的
発
展
（
後

期
中
世
）
に
貢
献
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
手
段
と
し
て
、
規
範

史
料
に
加
え
、
証
書
史
料
も
ま
す
ま
す
活
用
し
て
い
く
べ
き
で
は
な

か
ろ
う
か
。

　
最
後
に
、
こ
の
よ
う
な
大
著
の
翻
訳
に
携
わ
っ
た
小
澤
実
、
図
師

宣
忠
、
橋
川
裕
之
、
村
上
司
樹
を
労
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
共
同
翻
訳

に
あ
り
が
ち
な
表
現
の
ぶ
れ
も
な
く
、
訳
語
も
適
切
で
大
変
読
み
や

す
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
誤
字
脱
字
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
原
著
で

は
一
箇
所
に
ま
と
め
ら
れ
た
図
版
も
適
切
に
再
配
置
さ
れ
て
い
る
。

本
書
が
広
く
読
ま
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。
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 C

ollection of E
ssays to M

ark 
the E

leven-H
undredth A

nniversary of its Foundation , 
M

ünster 2010.

（
4
）Idem

 (ed.), The Letters of Peter the V
enerable ,2 vols., 

Cam
bridge 1967.

（
（
）
Ｋ
・
Ｓ
・
フ
ラ
ン
ク
（
戸
田
聡
訳
）『
修
道
院
の
歴
史
』
教
文
館
、

二
〇
〇
二
年
、
七
九-

九
八
頁
。

（
6
）Adriaan H

. Bredero, Cluny et Cîteaux au douzièm
e siècle , 

Am
sterdam

/M
aarssen 1985.

（
7
）K

aspar E
lm

/P
eter Joerißen/H

erm
ann Josef R

oth
 (H

rsg.), D
ie Zisterzienser. O

rdensleben zw
ischen Ideal 

und W
irklichkeit , K

öln 1980; K
aspar E

lm
 (H

rsg.) 
unter M

itarbeit v. Peter Joerißen, D
ie Zisterzienser. 

O
rd

en
sleben

 zw
isch

en
 Id

eal u
n

d
 W

irklich
keit , 

Ergänzungsband, K
öln 1982.

（
8
）Corpus Consuetudinum

 M
onasticarum

, hrsg. v. K
assius 

H
allinger u.a.,7 Teilbde., Siegburg 1963-1984.

（
9
）
ジ
ャ
ン
・
ル
ク
レ
ー
ル
（
神
崎
忠
昭
・
矢
内
義
顕
訳
）『
修
道
院
文

化
入
門
』
知
泉
書
館
、
二
〇
〇
四
年
（
原
著
は
一
九
五
七
年
刊
）。



－  4（（  －

史
苑
（
第
七
五
巻
第
二
号
）

（
（0
）
例
え
ば
シ
ト
ー
会
で
は
『
愛
の
憲
章
』、『
小
創
立
史
』、『
大
創
立
史
』

や
『
総
会
決
議
録
』
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
灯
台
の
聖
母
ト
ラ

ピ
ス
ト
大
修
道
院
編
訳
『
シ
ト
ー
修
道
会
初
期
文
書
集
』
中
央
出

版
社
、
一
九
八
九
年;  E

xordium
 m

agnum
 C

isterciense oder 
B

ericht vom
 A

nfang des Zisterzienserordens , übersetzt 
v. H

einz Piesik,3 B
de., Langw

aden 2002; Joseph-M
arie 

C
anivez (ed.), Statuta capitulorum

 generalium
 ordinis 

C
isterciensis ab anno 1116 ad annum

 1786 ,8 vols., 
Louvain 1933-41.

（
（（
）
こ
の
分
野
で
精
力
的
に
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
る
の

が
ド
レ
ス
デ
ン
工
科
大
学
の
名
誉
教
授
ゲ
ル
ト
・
メ
ル
ヴ
ィ
ル

で
あ
る
。
例
え
ばG

ert M
elville  (H

rsg.), D
e ordine vitae. 

Z
u N

orm
vorstellungen, O

rganisationsform
en und 

S
chriftgebrauch im

 m
ittelalterlichen O

rdensw
esen , 

M
ünster 1996

を
参
照
。

（
岡
山
大
学
文
学
部
准
教
授
）


